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福島第一原発事故直後に採取された大気浮遊粒子中の放射性核種の測定方法の開発と 

総合解析:(その 1) 放射性セシウムの定量  

Development of analytical method of radionuclides in atmospheric aerosols collected on 
filters just after the Fukushima accident and integrated data analysis: 

(I) Determination of radiocesium 
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1. はじめに 
 我々は，福島第一原子力発電所事故直後に大気中に放出された放射性物質の時空間分布や拡散経路を

知るため，また，この結果を用いての大気輸送モデルの検証/改良のために，東日本の自治体が運用して

いる大気浮遊粒子状物質(SPM)計において捕集された SPM の核種分析を行っている．99 地点での 1 時

間ごとの放射性 Cs 濃度は本発表会でも報告すると共に，数値データを公開した[1]．継続して放射性 Cs
の測定を続けると共に，最近は，同試料を用いて 129I 濃度の測定も行っている．本講演では，主に SPM
計で使用されたろ紙を用いた核種分析方法を紹介するとともに，最近の測定結果を含めた放射性 Cs 濃

度の概要について報告する． 
2. 方法 
 SPM 計ではロール状のテープろ紙が使用されており，この上に 1 時間ごとに SPM が円盤状(スポッ

トと呼ぶ)に捕集される．各スポットの捕集日時を同定した後，2011 年 3 月 15 日(地点によっては 3 月

11 日)から 23 日までを分析対象として，1 スポットごとに切断して，γ線測定用試料を作成した．これ

らを Ge 半導体検出器で約 1 時間測定を行った．測定結果より，放射性プルームが到達したと推定され

る高 137Cs 濃度のスポット試料に対してイメージングプレートによるオートラジオグラフィを行い，ス

ポット内での放射能強度の分布を調べた．また，134Cs の 604 keV の計数値が 10 万カウント以上得ら

れるように Ge 半導体検出器で再測定し，より高精度な 134Cs/137Cs 比を求めた． 
3. 結果および考察 
 SPM の分析により大気中 137Cs 濃度が明らかになったことで，モニタリングポストによる空間線量観

測では見つからなかった放射性プルームを福島県内で観測することができた．例えば，福島市内では 3
月 20 日から 21 日にかけて 10 Bq/m を超える 137Cs 濃度が半日以上続いていた．また，原発から北西約

4km に位置する双葉において，3 月 18 日から 20 日に 137Cs が 3000 から 5500 Bq/m3で含まれるプル

ームが 3 回到達していたことがわかった． 
 東京都内の東京タワーでの標高 25 m から 225 m の 3 地点では，放射性 Cs 濃度はほとんど一致して

いた．近くの柿の木坂での濃度ともよく一致していたことから，少なくとも都心部では高さ 225 m まで

よく混合されたプルームが到達したと推定される． 
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